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は
じ
め
に
一
、
紫
式
部
と
の
関
わ
り
二
、
晶
子
と
書
作
品
三
、
晶
子
の
書
道
観
四
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
書
表
現
お
わ
り
に
明
治
か
ら
昭
和
を
生
き
抜
い
た
与
謝
野
晶
子
は
、
数
多
く
の
短
歌
・
著
書
・
随
筆
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
十
一
、
二
歳
よ
り
古
典
に
慣
れ
親
し
ん
だ
晶
子
は
、『
源
氏
物
語
』
の
著
者
紫
式
部
を
師
と
仰
ぎ
、
自
ら
も
『
新
訳
源
氏
物
語
』『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
を
著
す
。
紫
式
部
と
の
関
わ
り
を
通
し
、
書
に
も
造
詣
の
深
か
っ
た
晶
子
は
、「
百
首
屛
風
」
を
は
じ
め
、
自
作
の
短
歌
を
し
た
た
め
た
短
冊
・
懐
紙
・
半
切
軸
な
ど
の
書
作
品
が
非
常
に
多
い
。
中
で
も
上
田
秋
成
の
「
源
氏
物
語
五
十
四
首
短
冊
貼
交
屛
風
」
に
影
響
を
受
け
て
、
作
成
し
た
「
源
氏
物
語
礼
賛
歌
」
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
晶
子
と
書
作
品
、
さ
ら
に
は
晶
子
の
書
道
観
に
つ
い
て
も
古
筆
作
品
を
も
と
に
考
察
す
る
。
そ
の
時
代
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
書
表
現
に
ま
で
言
及
し
、
晶
子
の
書
風
を
明
確
に
す
る
。
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は
じ
め
に
明
治
か
ら
昭
和
を
生
き
抜
い
た
晶
子
は
、
十
一
、
二
歳
か
ら
読
み
進
め
た
『
源
氏
物
語
』
の
作
者
紫
式
部
を
師
と
仰
ぎ
、
自
ら
も
『
新
訳
源
氏
物
語
』
や
、
源
氏
物
語
の
講
義
を
も
と
に
再
び
取
り
組
ん
だ
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
を
著
す
。
紫
式
部
と
の
関
わ
り
を
通
し
、
書
に
も
造
詣
の
深
か
っ
た
晶
子
は
、
「
百
首
屛
風
」
を
は
じ
め
、
自
作
の
短
歌
を
し
た
た
め
た
短
冊
・
懐
紙
・
半
切
軸
・
色
紙
・
帖
・
巻
子
な
ど
の
書
作
品
が
非
常
に
多
い
。
中
で
も
上
田
秋
成
の
「
源
氏
物
語
五
十
四
首
短
冊
貼
交
屛
風
」
に
影
響
を
受
け
て
、
五
十
四
帖
の
巻
名
を
付
し
て
作
成
し
た
「
源
氏
物
語
礼
賛
歌
」
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
晶
子
の
書
風
を
考
察
し
、
随
筆
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
古
筆
作
品
を
踏
ま
え
、
そ
こ
か
ら
見
ら
れ
る
書
道
観
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
晶
子
の
書
作
品
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
を
元
に
論
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
晶
子
の
短
歌
・
小
説
な
ど
の
内
容
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
一
、
紫
式
部
と
の
関
わ
り
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
、
現
在
の
大
阪
府
堺
市
の
菓
子
商
駿
河
屋
の
三
女
と
し
て
生
ま
れ
た
晶
子
は
、
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
堺
女
学
校
を
卒
業
し
、
そ
の
補
修
生
と
し
て
残
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
店
番
を
し
な
が
ら
『
源
氏
物
語
』
な
ど
、
父
の
蔵
書
の
古
典
類
を
読
み
ふ
け
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
源
氏
物
語
』
に
慣
れ
親
し
ん
だ
こ
と
は
、
晶
子
自
身
が
『
光
る
雲
』（
昭
和
三
年
）
の
「
読
書
、
虫
干
し
、
蔵
書
」
の
中
で
、紫
式
部
は
私
の
十
一
二
歳
の
時
か
ら
の
恩
師
で
あ
る
。
私
は
廿
歳
ま
で
の
間
に
「
源
氏
物
語
」
を
幾
回
通
読
し
た
か
知
れ
ぬ
。
そ
れ
程
ま
で
に
紫
式
部
の
文
学
は
私
を
引
き
付
け
た
。
全
く
独
学
で
あ
つ
た
か
ら
、
私
は
中
に
人
を
介
せ
ず
に
紫
式
部
と
唯
二
人
相
対
し
て
、
こ
の
女
流
文
豪
の
口
づ
か
ら
「
源
氏
物
語
」
を
授
か
つ
た
気
が
し
て
ゐ
る１
）
。
と
、
独
学
な
が
ら
十
一
、
二
歳
か
ら
紫
式
部
に
教
え
ら
れ
、
作
品
も
暗
誦
で
き
る
ほ
ど
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
に
古
文
の
理
解
に
困
難
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
も
言
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
晶
子
は
、『
源
氏
物
語
』
の
紫
式
部
に
非
常
に
傾
倒
し
、
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
。
そ
れ
を
指
し
示
す
よ
う
に
、『
新
訳
源
氏
物
語
』
四
巻
（
明
治
四
五
〜
大
正
二
）
を
金
尾
文
淵
堂
よ
り
刊
行
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
改
稿
し
た
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
六
巻
（
昭
和
一
三
〜
一
四
）
を
再
び
金
尾
文
淵
堂
よ
り
刊
行
す
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
与
謝
野
源
氏
」
で
あ
る
。『
新
訳
紫
式
部
日
記
』
附
録
「
紫
式
部
考
」（
大
五
・
七
）
も
金
尾
文
淵
堂
か
ら
著
す
。「
紫
式
部
の
事
ど
も
」（『
淑
女
画
報
』
大
四
）
で
は
、
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世
間
で
は
よ
く
紫
式
部
、
清
少
納
言
二
家
を
並
称
し
て
、
こ
の
二
人
が
女
流
文
学
者
の
双
璧
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
非
常
に
権
衡
を
失
し
た
誤
解
で
す
。
文
学
界
の
天
才
と
し
て
見
る
時
、
小
説
の
紫
式
部
、
遙
か
に
遅
れ
て
生
ま
れ
た
戯
曲
の
近
松
門
左
衛
門
、
こ
の
二
人
は
文
学
史
上
の
最
高
位
を
占
め
て
容
易
に
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
二
つ
の
太
陽
で
す
。
（
中
略
）
こ
の
二
人
に
つ
ぐ
べ
き
文
学
者
は
全
く
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
や
や
下
っ
て
人
麿
呂
、
清
少
納
言
、
西
鶴
の
三
人
が
あ
り
ま
す２
）
。
と
し
て
、
清
少
納
言
よ
り
も
遙
か
に
、
紫
式
部
の
方
が
文
学
史
上
の
最
高
位
だ
と
晶
子
は
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
他
に
も
「『
源
氏
物
語
』
に
現
は
れ
た
る
人
々
」（『
新
潮
』
大
元
・
五
）、「
紫
式
部
と
其
時
代
」（『
新
真
婦
人
』
大
四
・
一
一
）、「
紫
式
部
の
考
証
」、「
紫
式
部
の
伝
記
に
関
す
る
私
の
発
見
」（『
太
陽
』
大
六
・
五
）、「
紫
式
部
の
貞
操
に
就
い
て
」（『
太
陽
』
大
六
・
九
）、
「
紫
式
部
新
考
」（『
太
陽
』
昭
三
・
一
）、「
日
本
女
性
列
伝
紫
式
部
」（『
婦
人
公
論
』
昭
一
〇
・
九
）
な
ど
紫
式
部
に
つ
い
て
多
数
著
し
て
い
る
。
ま
た
、『
新
訳
源
氏
物
語
』
の
出
版
と
並
行
し
て
、
小
林
天
眠
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
『
源
氏
物
語
講
義
』
の
原
稿
も
執
筆
す
る
。
こ
れ
は
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
成
美
女
学
校
内
に
置
か
れ
た
「
閨
秀
文
学
会
」
に
て
、
講
師
と
し
て
行
っ
た
講
義
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
原
稿
は
、
保
管
し
て
あ
っ
た
文
化
学
院
に
て
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
て
し
ま
う
。
そ
の
枚
数
は
、
三
千
枚
余
り
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
晶
子
は
、『
新
訳
源
氏
物
語
』
を
始
め
、
紫
式
部
に
関
す
る
多
く
の
著
書
が
あ
り
、
さ
ら
に
、『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
を
詠
ん
だ
「
源
氏
物
語
礼
讃
歌
」
五
十
四
首
詠
（
大
八
・
一
二
）
の
歌
帖
も
作
成
し
、
歌
集
の
中
に
も
、『
源
氏
物
語
』
を
詠
み
込
ん
だ
歌
も
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
が
十
二
も
の
の
哀
れ
を
知
り
が
ほ
に
読
み
た
る
源
氏
枕
の
草
紙
（「
二
六
新
報
」
明
四
四
・
六
・
二
〇３
）
）
源
氏
を
ば
一
二
三
に
て
読
み
し
の
ち
思
は
れ
じ
と
ぞ
見
つ
れ
男
を
（
朱
葉
集
｜
三
田
文
学
大
四
・
一
一４
）
）
源
氏
を
ば
一
人
と
な
り
て
後
に
書
く
紫
女
年
若
く
わ
れ
は
然
ら
ず
（
寝
園
｜
冬
柏
昭
一
〇
・
五５
）
）
他
に
も
、
光
源
氏
や
他
の
登
場
人
物
を
詠
ん
だ
歌
が
十
五
首
も
あ
る
。
晶
子
に
と
っ
て
、
壮
大
な
長
編
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
を
著
し
た
紫
式
部
は
、
非
常
に
尊
敬
す
る
人
物
だ
っ
た
。
そ
の
思
い
は
、
自
身
が
著
す
よ
う
に
、
ま
さ
に
「
紫
式
部
は
私
の
十
一
二
歳
の
時
か
ら
の
恩
師
で
あ
る
。」
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
晶
子
が
紫
式
部
を
師
と
仰
ぐ
と
し
て
い
る
の
は
、「
清
少
納
言
の
事
ど
も
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
四
四
・
一
）
の
中
に
も
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
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わ
た
し
は
淸
少
納
言
を
好
か
な
い
。
其
訣
を
考
へ
て
み
た
こ
と
は
無
い
が
、
何
と
な
く
好
か
な
い
。
し
若
し
わ
た
し
が
淸
少
納
言
や
紫
式
部
と
同
じ
時
代
に
生
れ
た
な
ら
、
友
人
と
し
て
盛
に
應
答
を
し
よ
う
と
思
ふ
の
は
淸
少
納
言
で
あ
る
。
紫
式
部
は
師
と
し
て
敎
を
受
け
る
こ
と
は
あ
つ
て
も
友
人
と
し
て
の
親
し
み
は
無
か
ろ
う
と
想
は
れ
る
。
淸
少
納
言
に
も
缺
點
が
多
い
。
わ
た
し
に
も
缺
點
が
多
い
。
そ
れ
が
爲
め
に
甘
く
友
人
と
し
て
交
際
つ
て
行
か
れ
る
様
に
思
ふ
。（
中
略
）
淸
少
納
言
は
只
そ
の
感
覺
の
み
を
集
め
て
出
し
た
か
ら
一
見
讀
者
の
注
意
は
惹
く
が
、
之
を
屡
〃
讀
め
ば
其
調
な
の
に
飽
き
が
來
る
。
作
者
の
長
所
は
作
者
の
短
所
を
む
き
だ
し
に
示
し
た
も
の
と
も
見
ら
れ
る
。
淸
少
納
言
は
其
四
圍
の
刺
激
に
對
し
殆
ど
反
射
的
に
目
ま
ぐ
る
し
く
「
を
か
し
」「
め
で
た
し
」
と
發
言
す
る
の
み
で
、
靜
か
に
内
し
、
若
く
は
内
部
の
自
己
を
さ
へ
悠
然
と
客
す
る
餘
裕
が
無
か
つ
た
。
之
が
紫
式
部
の
如
き
大
作
の
出
來
な
か
つ
た
所
以
で
は
無
い
か６
）
。
と
し
て
い
る
。
晶
子
に
と
っ
て
、
紫
式
部
は
『
源
氏
物
語
』
の
よ
う
な
大
作
を
書
い
た
師
と
し
て
教
を
受
け
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
友
人
と
し
て
の
親
し
み
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
こ
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
淸
少
納
言
に
も
缺
點
が
多
い
。」
ま
た
、「
靜
か
に
内
し
、
若
く
は
内
部
の
自
己
を
さ
へ
悠
然
と
客
す
る
餘
裕
が
無
か
つ
た
。」
の
点
か
ら
見
て
、
逆
を
言
え
ば
、「
紫
式
部
に
は
欠
点
が
な
く
、
自
己
を
静
か
に
内
観
し
、
悠
然
と
客
観
す
る
余
裕
が
あ
る
。」
か
ら
、
紫
式
部
は
す
ば
ら
し
い
、
師
と
仰
ぐ
ほ
ど
非
常
に
尊
敬
す
る
人
物
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
、
晶
子
の
書
作
品
晶
子
は
、
書
に
お
い
て
も
造
詣
が
深
く
、
生
涯
に
多
く
の
書
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
弟
子
や
子
供
た
ち
へ
贈
る
た
め
で
も
あ
る
が
、
夫
鉄
幹
の
活
動
費
用
や
新
詩
社
の
経
営
、
五
男
六
女
の
子
供
た
ち
の
養
育
費
を
捻
出
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
歌
を
屛
風
や
色
紙
、
短
冊
に
揮
毫
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
収
入
を
得
て
い
た
。
そ
れ
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
鉄
幹
の
欧
州
遊
学
の
た
め
に
資
金
調
達
を
し
た
際
か
ら
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
晶
子
自
作
の
短
歌
百
首
を
縦
横
に
雑
書
し
た
「
歌
百
首
屛
風
」（
二
枚
折
金
屛
風
百
円
・
金
砂
子
屛
風
五
十
円
）
や
半
切
軸
物
（
表
装
し
た
も
の
、
十
五
円
）
を
各
界
の
人
々
に
販
売
す
る
と
い
う
、
頒
布
案
内
状
を
晶
子
の
名
前
で
、
鉄
幹
が
送
付
し
た
の
で
あ
る
。
・「
歌
百
首
屛
風
」（
遠
方
の
）（
図
１
）
与
謝
野
晶
子
筆
。
二
曲
一
双
。
１
５
３
×
１
６
２
㎝
明
治
四
十
四
年
、
鉄
幹
の
渡
欧
費
用
捻
出
の
た
め
に
制
作
。
消
息
文
の
よ
う
に
数
首
を
大
き
い
文
字
で
書
き
、
だ
ん
だ
ん
小
さ
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く
、
さ
ら
に
余
白
を
埋
め
る
よ
う
に
斜
め
に
書
か
れ
て
い
る
。
連
綿
は
少
な
く
二
、
三
文
字
ま
で
で
、
放
ち
書
き
で
あ
る
。
書
き
ぶ
り
も
自
然
で
、
技
巧
的
で
は
な
い
。
変
体
仮
名
も
使
わ
れ
、
落
款
「
晶
子
」
は
、
左
下
一
か
所
だ
け
で
あ
る
。
余
白
に
ま
で
び
っ
し
り
と
歌
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
文
字
が
大
き
く
書
か
れ
た
行
間
に
は
、
文
字
を
書
き
込
ま
ず
、
読
み
や
す
く
す
る
工
夫
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
実
用
的
な
読
み
易
さ
を
大
切
に
す
る
晶
子
の
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
始
め
に
書
か
れ
た
大
き
な
文
字
は
渇
筆
も
な
い
が
、
後
に
書
か
れ
た
小
さ
い
文
字
は
、
墨
量
が
少
な
い
た
め
全
体
に
濃
淡
の
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
。
全
体
が
金
箔
紙
で
書
か
れ
た
も
の
と
金
砂
子
紙
の
も
の
と
が
あ
る
。
金
箔
紙
は
墨
が
入
ら
ず
、
紙
面
を
筆
が
す
べ
る
た
め
渇
筆
が
出
に
く
い
。
そ
の
た
め
に
、
潤
渇
の
変
化
よ
り
文
字
の
太
細
、
大
小
に
よ
っ
て
変
化
を
つ
け
て
、
視
覚
的
に
も
楽
し
め
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
百
首
屛
風
は
、
金
尾
文
淵
堂
主
人
、
金
尾
種
次
郎
に
相
談
の
も
と
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、（
図
１
）
の
よ
う
な
も
の
以
外
に
、
堺
市
立
文
化
館
与
謝
野
晶
子
文
芸
館
に
は
、
歌
を
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、
上
下
左
右
び
っ
し
り
と
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。
二
〇
点
ほ
ど
を
見
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
百
首
に
は
足
ら
ず
八
〇
首
ほ
ど
が
多
く
、
ま
た
、
渡
欧
前
に
の
み
作
ら
れ
た
歌
が
書
か
れ
た
屛
風
も
な
く
、
そ
の
後
も
多
く
制
作
さ
れ
て
い
た
。
屛
風
一
面
に
書
か
れ
た
歌
は
、（
図
１
）
と
は
趣
を
異
に
し
た
、
上
か
ら
整
然
と
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
大
正
二
年
に
は
、
夫
婦
で
揮
毫
し
て
い
る
作
品
も
制
作
さ
れ
た
が
、
現
存
す
る
も
の
は
少
な
く
貴
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
正
六
年
に
は
、
自
ら
地
方
に
赴
き
、
試
作
し
(図１）歌百首屛風
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た
歌
も
積
極
的
に
染
筆
の
注
文
を
受
け
る
と
い
う
「
歌
行
脚
」
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
原
稿
一
枚
五
十
銭
ば
か
り
の
こ
の
頃
、
大
阪
で
は
短
冊
一
枚
一
円
五
十
銭
、
九
州
で
は
一
円
三
十
銭
と
い
う
値
段
で
、
大
阪
滞
在
中
に
は
、
毎
日
二
枚
折
屛
風
、
歌
帖
、
半
折
、
色
紙
、
短
冊
な
ど
多
数
の
揮
毫
を
続
け
た
。
書
く
の
は
、
鉄
幹
よ
り
も
当
時
人
気
の
あ
っ
た
晶
子
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た７
）
。
・
鉄
幹
・
晶
子
対
幅
軸
（
図
２
）
飛
驒
高
山
を
旅
行
し
た
際
の
二
人
の
歌
を
対
幅
の
掛
け
軸
に
し
た
も
の
。
１
３
０
×
２
５
㎝
・
１
３
０
×
２
５
㎝
鉄
幹
の
筆
跡
は
男
性
ら
し
く
、
太
く
力
強
さ
を
感
じ
る
。
連
綿
も
少
な
く
、
変
体
仮
名
も
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
現
代
歌
の
た
め
変
体
仮
名
に
濁
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
晶
子
の
筆
跡
の
方
が
、
文
字
は
細
く
軽
く
書
か
れ
て
い
る
。
力
み
が
な
く
、
さ
ら
さ
ら
と
流
麗
で
あ
る
。
二
幅
と
も
二
行
の
行
書
き
で
、
作
品
と
し
て
の
変
化
に
乏
し
い
。
半
切
紙
だ
が
、
二
行
の
み
の
行
書
き
の
た
め
紙
幅
を
狭
く
し
て
、
余
白
を
少
な
く
し
て
い
る
。
・
和
歌
懐
紙
（
図
３
）
大
正
六
年
、
頒
布
会
出
品
作
品
。
(図２）鉄幹・晶子対幅軸
(図３）和歌懐紙
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上
下
に
青
い
雲
の
文
様
の
あ
る
打
雲
紙
に
一
首
。
筆
跡
は
、「
紺
青
」
な
ど
横
画
が
強
調
さ
れ
、
ま
た
「
つ
ば
」「
夕
」
の
左
下
に
引
く
線
が
強
い
。
文
字
を
紙
面
の
右
寄
り
に
し
、
行
の
長
短
を
つ
け
、
だ
ん
だ
ん
と
行
を
ず
ら
し
て
い
く
散
ら
し
書
き
の
技
法
。
落
款
「
晶
子
」
は
、
左
の
余
白
を
考
慮
し
て
や
や
放
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
・「
源
氏
物
語
五
十
四
首
短
冊
貼
交
屛
風
」（
図
４
）
上
田
秋
成
（
一
七
三
四
〜
一
八
〇
九
）
筆
。
六
曲
一
双
。
江
戸
時
代
（
一
八
〇
〇
ご
ろ
）。「
源
氏
物
語
」
五
十
四
帖
各
々
の
巻
名
の
歌
を
施
し
た
屛
風
。
右
双
三
十
三
枚
、
左
双
三
十
一
枚
。
金
砂
子
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
屛
風
に
そ
れ
ぞ
れ
貼
り
方
を
変
え
た
豪
華
な
作
品
。
各
短
冊
に
は
草
花
の
文
様
が
施
さ
れ
、
上
四
分
の
一
に
巻
名
、
下
に
二
行
の
行
書
き
に
て
、
歌
を
記
す
。
江
戸
時
代
の
作
品
ら
し
く
、
変
体
仮
名
を
多
用
し
た
男
性
的
な
力
強
い
筆
跡
。
太
細
の
変
化
に
富
み
、
曲
線
が
多
く
、
懐
の
広
い
幅
広
の
文
字
。
そ
れ
ゆ
え
行
間
は
狭
く
、
字
間
に
も
広
狭
は
な
く
、
連
綿
も
二
・
三
文
字
の
み
で
書
か
れ
て
い
る
。
大
正
六
年
四
月
、
阪
急
電
鉄
創
業
者
小
林
一
三
が
手
に
入
れ
た
こ
(図４）源氏物語五十四首短冊貼交屛風
上田秋成筆
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の
「
源
氏
物
語
五
十
四
首
短
冊
貼
交
屛
風
」
を
六
月
に
来
阪
し
た
与
謝
野
夫
妻
が
、
目
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
・「
源
氏
物
語
礼
讃
歌
」（
大
九
・
一
）
和
歌
短
冊
（
図
５
）
上
田
秋
成
が
、
江
戸
時
代
に
詠
ん
だ
も
の
を
ま
ね
て
作
っ
た
も
の
。
小
林
一
三
宅
で
目
に
し
た
「
源
氏
物
語
五
十
四
首
短
冊
貼
交
屛
風
」
の
巻
々
を
詠
じ
た
一
首
一
首
に
惹
か
れ
て
か
ら
、
三
年
足
ら
ず
の
大
正
九
年
一
月
晶
子
は
、
一
三
に
「
源
氏
物
語
礼
賛
歌
」
の
短
冊
五
十
四
枚
を
送
る
。
そ
れ
を
一
三
は
喜
ん
だ
の
だ
が
、
秋
成
の
よ
う
な
屛
風
に
は
表
具
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
現
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
親
し
い
方
だ
け
に
、
お
礼
の
気
持
ち
か
ら
贈
呈
し
た
り
し
て
、
歌
は
幾
度
も
差
し
替
え
、
言
葉
も
練
り
直
す
な
ど
書
写
し
、
発
表
す
る
た
び
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
今
日
で
は
、
短
冊
・
色
紙
帖
・
屛
風
・
巻
子
本
な
ど
が
あ
る
。五
十
四
枚
全
て
、
金
銀
砂
子
の
打
雲
紙
短
冊
。
上
四
分
の
一
ほ
ど
に
巻
名
、
そ
の
下
に
二
行
の
行
書
き
で
歌
を
施
す
が
、
唯
一
「
花
散
里
」
の
み
三
行
の
散
ら
し
書
き
で
、
最
後
「
夢
の
浮
橋
」
の
左
下
に
落
款
「
晶
子
」
と
す
る
。
書
き
ぶ
り
は
、
今
ま
で
の
作
品
よ
り
や
や
連
綿
が
多
く
、
早
書
き
で
あ
る
。
線
質
は
、
同
じ
よ
う
に
細
く
す
っ
き
り
と
し
、
澱
み
が
な
い
。
文
字
幅
、
字
間
に
広
狭
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
晶
子
は
短
冊
・
色
紙
・
帖
・
巻
子
本
・
屛
風
・
半
切
と
多
種
多
様
な
作
品
を
書
き
し
た
た
め
た
。
そ
れ
ら
は
、
一
様
に
細
く
、
す
っ
き
り
と
し
た
連
綿
の
少
な
い
放
ち
書
き
で
、
自
然
体
で
あ
る
。
実
用
面
を
兼
ね
た
読
み
易
い
書
に
こ
だ
わ
っ
た
晶
子
の
書
風
は
、
流
麗
さ
は
あ
る
が
、
力
強
さ
や
強
弱
は
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
三
、
晶
子
の
書
道
観
晶
子
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
多
数
の
書
作
品
を
残
し
て
い
る
。
歌
人
と
い
う
職
業
柄
、
芸
能
人
が
サ
イ
ン
を
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
(図５）「源氏物語礼賛歌」
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短
歌
を
し
た
た
め
頒
布
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
書
く
機
会
が
多
く
あ
っ
た
晶
子
は
、
当
然
な
が
ら
書
に
も
自
分
な
り
の
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、「
中
等
教
育
と
習
字
」
の
中
に
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。
私
は
肥
え
た
字
よ
り
も
細
り
し
た
字
が
好
き
で
あ
る
。「
俗
馬
、
肉
多
し
」
と
云
う
よ
う
に
肥
え
過
ぎ
た
字
は
殊
に
嫌
い
で
あ
る
。
細
り
し
た
と
云
っ
て
も
痩
せ
過
ぎ
て
貧
相
な
の
は
好
ま
な
い
。
そ
れ
か
ら
如
何
に
善
い
書
体
で
も
読
み
に
く
い
ま
で
に
く
ず
し
て
書
い
た
字
は
好
ま
な
い
。
字
は
必
ず
一
面
に
実
用
性
を
備
え
て
い
て
欲
し
い
。（
中
略
）
ま
ず
い
我
流
の
細
い
字
体
に
品
位
と
深
味
と
潤
い
と
を
生
み
出
し
た
い
と
願
う
の
で
あ
る８
）
。
こ
の
よ
う
に
、
晶
子
は
、「
肥
え
た
字
よ
り
も
細
り
し
た
字
が
好
き
」
で
、「
肥
え
過
ぎ
た
字
は
殊
に
嫌
い
で
あ
る
。
細
り
し
た
と
云
っ
て
も
痩
せ
過
ぎ
て
貧
相
な
の
は
好
ま
な
い
。」
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
読
み
に
く
い
ま
で
に
く
ず
し
て
書
い
た
字
は
好
ま
な
い
。」
の
だ
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
晶
子
の
筆
跡
は
、
細
く
す
っ
き
り
と
し
た
、
連
綿
の
少
な
い
読
み
や
す
い
書
風
に
な
っ
て
い
る
。
実
用
向
き
を
意
識
し
た
字
体
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
自
分
の
筆
跡
を
把
握
し
た
上
で
、「
ま
ず
い
我
流
の
細
い
字
体
に
品
位
と
深
味
と
潤
い
と
を
生
み
出
し
た
い
」
と
願
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
晶
子
は
、「
書
道
の
こ
と
」
の
中
で
、
実
際
の
書
道
史
を
踏
ま
え
た
上
で
、
漢
字
で
は
王
羲
之
に
最
も
心
が
引
か
れ
、
仮
名
で
は
平
安
朝
の
佐
理
、
行
成
が
や
は
り
佳
い
と
思
っ
て
い
る
。
弘
法
大
師
や
小
野
道
風
の
字
に
は
大
よ
う
さ
は
あ
っ
て
も
繊
細
な
美
の
伴
わ
な
い
の
を
私
は
惜
し
ん
で
い
る９
）
。
と
し
て
い
る
。
晶
子
は
、
漢
字
は
書
聖
と
さ
れ
る
王
羲
之
が
最
高
で
、
仮
名
で
は
、「
平
安
朝
の
佐
理
、
行
成
が
や
は
り
佳
い
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
弘
法
大
師
や
小
野
道
風
の
字
に
は
大
よ
う
さ
は
あ
っ
て
も
繊
細
な
美
の
伴
わ
な
い
」
の
は
惜
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
細
く
、
繊
細
な
書
風
を
好
む
晶
子
に
と
っ
て
、
空
海
や
道
風
の
力
強
さ
を
感
じ
る
字
体
は
惜
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
次
に
、
晶
子
が
「
佳
い
」
と
し
て
い
る
佐
理
、
行
成
筆
の
古
筆
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
・「
離
洛
帖
」（
九
九
一
）（
図
６
）
藤
原
佐
理
筆
。
佐
理
四
十
八
歳
の
作
。
失
態
を
詫
び
る
手
紙
。
豪
快
に
一
気
呵
成
の
筆
致
、
爽
快
味
が
あ
り
、
闊
達
無
比
の
筆
。
詫
び
状
な
の
に
、
そ
の
対
照
的
な
風
趣
で
あ
る
。
草
書
体
で
連
綿
が
多
く
、
粗
密
の
変
化
に
富
ん
だ
作
。
余
白
が
生
き
て
お
り
、
墨
の
潤
滑
、
線
の
太
細
の
変
化
が
大
き
い
。
・「
蓬
莱
切
」（
図
７
）
伝
藤
原
行
成
筆
。
十
一
世
紀
中
頃
の
書
写
。
も
と
は
、
賀
の
歌
五
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首
を
一
枚
に
書
写
し
た
巻
子
。
昭
和
九
年
一
首
ず
つ
五
首
に
分
割
さ
れ
、
持
ち
主
の
松
浦
家
の
名
園
「
蓬
莱
園
」
に
ち
な
み
、「
蓬
莱
切
」
と
い
う
。
大
粒
の
字
形
で
、
伸
び
や
か
な
筆
致
。
連
綿
が
少
な
く
、
読
み
易
い
。
線
に
太
細
、
抑
揚
が
少
な
く
、
淡
々
と
し
た
書
風
で
渇
筆
が
美
し
い
。
・「
古
今
集
切
」（
図
８
）
伝
藤
原
行
成
筆
。
も
と
は
、
色
変
わ
り
の
料
紙
を
継
い
だ
巻
物
に
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
一
部
を
抄
写
し
て
、
調
度
手
本
と
し
て
揮
毫
し
た
も
の
。
連
綿
の
妙
、
墨
継
ぎ
の
効
果
が
独
特
の
情
趣
を
醸
し
出
し
、
流
麗
で
繊
細
な
線
が
、
一
見
女
筆
を
思
わ
せ
る
。
文
字
の
大
小
、
粗
密
の
変
化
が
あ
り
、
散
ら
し
書
き
が
美
し
い
。
料
紙
を
継
い
で
い
る
の
も
景
色
と
な
り
、
効
果
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
が
、
晶
子
は
、
佐
理
の
仮
名
が
い
い
と
言
っ
て
は
い
る
が
、
現
在
佐
理
の
仮
名
の
真
筆
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
晶
子
が
こ
の
随
筆
を
書
い
た
昭
和
十
二
年
に
は
、
佐
理
の
仮
名
と
さ
れ
る
作
品
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
存
す
る
作
品
で
は
、（
図
６
）
の
「
離
洛
帖
」
の
よ
う
な
行
草
書
体
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
佐
理
の
洗
練
さ
れ
た
細
い
線
、
大
き
く
動
い
て
い
る
筆
露
に
は
圧
倒
さ
れ
る
強
さ
を
感
じ
る
。
ま
た
、
伝
行
成
筆
と
さ
れ
る
古
筆
で
も
行
成
の
真
筆
と
は
言
い
難
い
が
、
現
存
す
る
古
筆
の
中
で
、
よ
り
晶
子
が
影
響
を
う
け
た
で
あ
(図６）「離洛帖」 藤原佐理筆(図７）「蓬莱切」 伝藤原行成筆
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ろ
う
と
思
わ
れ
る
作
品
を
取
り
上
げ
て
み
た
。（
図
７
）
の
「
蓬
莱
切
」
は
、
連
綿
が
少
な
く
、
放
ち
書
き
に
な
っ
て
お
り
、
散
ら
し
構
成
で
は
あ
る
が
、
行
間
を
均
等
に
し
た
縦
を
意
識
し
た
作
品
で
あ
る
。
さ
ら
に
、（
図
８
）
の
「
古
今
集
切
」
は
、
晶
子
の
（
図
３
）
の
「
和
歌
懐
紙
」
の
よ
う
に
、
行
に
長
短
を
付
け
、
段
々
に
ず
ら
し
て
い
く
技
法
で
書
か
れ
て
い
る
。
左
下
へ
強
く
引
く
連
綿
線
な
ど
も
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
晶
子
は
す
っ
き
り
と
し
た
細
い
線
で
、
連
綿
の
少
な
い
、
読
み
易
い
繊
細
な
作
品
を
好
み
、
そ
れ
を
自
分
の
書
く
短
冊
や
懐
紙
、
半
切
作
品
に
取
り
入
れ
て
書
い
た
。
晶
子
の
書
風
は
、
技
巧
的
で
な
い
自
然
体
の
書
体
で
、
そ
れ
が
晶
子
の
好
む
書
風
で
あ
る
。
古
筆
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
佐
理
や
行
成
を
佳
し
と
し
、
弘
法
大
師
や
道
風
を
大
よ
う
さ
は
あ
っ
て
も
繊
細
な
美
が
伴
わ
な
い
と
し
て
い
る
。
晶
子
の
書
道
観
は
、
こ
こ
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
自
ら
の
作
品
が
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
書
表
現
晶
子
が
生
き
た
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
書
表
現
に
つ
い
て
、
最
初
に
、
こ
の
頃
の
学
校
教
育
に
お
け
る
書
写
・
書
道
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
明
治
・
大
正
期
に
お
い
て
は
、
明
治
五
年
に
学
制
発
布
と
な
り
、
文
字
を
書
く
こ
と
の
教
育
は
「
習
字
」
の
呼
称
で
独
立
教
科
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
明
治
三
十
三
年
の
小
学
校
令
施
行
規
則
で
は
「
書
き
方
」
の
名
称
と
な
り
、
国
語
科
の
中
に
位
置
付
け
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
寺
子
屋
時
代
に
は
、
よ
み
、
か
き
、
そ
ろ
ば
ん
の
「
か
き
」
と
し
て
、
時
に
は
終
日
筆
を
執
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
文
字
教
育
が
、
週
四
〜
六
時
間
と
時
間
数
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
明
治
二
十
四
年
の
教
則
大
綱
に
習
字
を
授
く
る
際
は
殊
に
姿
勢
を
整
え
、
執
筆
及
び
運
筆
を
正
し
く
し
、
字
行
は
整
正
を
尚
び
、
運
筆
は
務
め
て
速
や
か
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
要
す
。
と
あ
る
一
文
が
示
す
よ
う
に
、
よ
り
実
用
性
を
重
視
し
、
芸
術
性
と
か
修
養
と
い
っ
た
も
の
は
排
除
さ
れ
て
い
っ
た10
）
。
(図８）「古今集切」 伝藤原行成筆
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こ
の
よ
う
に
、
芸
術
性
で
は
な
く
、
よ
り
実
用
性
を
重
視
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
各
校
で
自
由
採
択
さ
れ
て
い
た
手
本
が
、
明
治
三
十
三
年
に
一
音
一
字
が
決
め
ら
れ
た
後
の
明
治
三
十
七
年
、
文
部
省
が
初
め
て
国
定
手
本
を
発
行
し
、
ひ
た
す
ら
模
倣
す
る
指
導
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
初
期
の
戦
前
の
教
育
に
お
い
て
は
、
明
治
・
大
正
時
代
の
西
欧
文
化
依
存
か
ら
、
大
正
中
期
よ
り
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
民
族
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
文
字
を
書
く
こ
と
の
教
育
も
、
単
に
文
字
を
正
し
く
速
く
書
く
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
内
面
的
に
深
い
も
の
、
芸
術
的
に
高
度
な
も
の
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
昭
和
八
年
の
文
字
中
心
の
芸
術
性
重
視
の
新
国
定
手
本
の
刊
行
、
昭
和
十
六
年
か
ら
二
十
一
年
ま
で
、
毛
筆
習
字
が
国
語
科
か
ら
独
立
し
、
芸
能
科
習
字
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る11
）
。
と
し
て
い
る
。
明
治
期
に
は
各
学
校
に
よ
り
、
手
本
に
も
変
体
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
明
治
三
十
七
年
国
定
手
本
に
よ
り
統
一
さ
れ
、
同
じ
形
の
手
本
で
習
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
、
大
正
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
新
た
に
芸
術
と
し
て
の
書
へ
と
意
識
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
名
称
も
「
習
字
」
か
ら
「
書
き
方
」、「
芸
能
科
習
字
」
へ
と
変
遷
を
遂
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。
・「
小
学
下
等
習
字
帖
」（
図
10
）平
井
義
直
書
。
明
治
八
年
。
村
上
甚
兵
衛
。
京
都
府
下
下
等
小
学
校
教
則
に
よ
り
使
用
さ
れ
た
習
字
帖
で
あ
る
。
当
時
小
学
校
は
上
・
下
二
等
と
し
下
等
は
六
才
よ
り
十
才
ま
で
の
四
カ
年
で
課
程
を
八
級
に
区
分
、
一
級
は
六
カ
月
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
七
級
男
子
用
習
字
帖
で
あ
る
。
書
体
は
、
変
体
仮
名
が
多
用
さ
れ
連
綿
も
多
い
。
漢
字
は
楷
行
書
体
で
大
き
く
、
仮
名
は
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
。
次
に
、
こ
の
頃
の
書
に
つ
い
て
、
同
じ
女
流
作
家
樋
口
一
葉
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
〜
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
の
筆
跡
を
見
て
い
く
。
(図10）「小学下等 習字帖」 平井義直書
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歌
懐
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（
図
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）
樋
口
一
葉
書
。
古
筆
の
筆
法
を
自
己
流
に
く
づ
し
た
も
の
で
、
今
か
ら
見
れ
ば
大
学
生
で
も
中
々
書
け
な
い
達
筆
だ
が
、
当
時
の
教
養
か
ら
見
れ
ば
拙
劣
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
歌
稿
の
筆
蹟
な
ど
は
年
一
年
と
巧
み
さ
を
加
へ
て
行
っ
た12
）
。
曲
線
、
連
綿
が
多
く
、
粗
密
が
感
じ
ら
れ
る
。
一
文
字
一
文
字
が
し
っ
か
り
と
書
か
れ
、
潤
渇
は
あ
ま
り
な
く
、
文
字
の
懐
が
狭
い
。
行
の
長
短
が
な
く
、
行
頭
、
行
末
の
高
さ
が
同
じ
。
や
や
変
化
の
乏
し
い
書
風
。
変
体
仮
名
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
晶
子
が
生
き
て
い
た
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
書
表
現
は
、
そ
の
時
代
の
書
写
・
書
道
教
育
に
よ
る
所
が
大
き
い
。
明
治
期
は
、
変
体
仮
名
も
習
得
し
習
っ
て
い
た
が
、
三
十
三
年
に
仮
名
は
一
音
一
字
に
決
め
ら
れ
、
現
在
の
平
仮
名
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
三
十
七
年
に
は
国
定
手
本
も
発
行
さ
れ
、
全
国
統
一
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
明
治
十
一
年
生
ま
れ
の
晶
子
自
身
は
、
変
体
仮
名
が
使
い
こ
な
せ
る
が
、
世
の
中
の
流
れ
と
し
て
、
実
用
的
な
書
に
重
き
を
置
き
な
が
ら
芸
術
性
も
兼
ね
備
え
た
書
風
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
晶
子
が
新
詩
社
内
の
研
究
会
や
「
自
宅
文
学
講
演
会
」
で
『
源
氏
物
語
』
の
講
義
を
行
う
な
ど
し
て
、
源
氏
に
執
心
し
て
い
た
。
そ
し
て
、『
新
訳
源
氏
物
語
』
や
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
を
著
す
。
幼
き
頃
よ
り
読
み
親
し
ん
で
お
り
、
師
と
仰
ぐ
ほ
ど
の
紫
式
部
に
つ
い
て
の
評
論
を
多
数
書
き
、
さ
ら
に
、『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
に
つ
い
(図９）和歌懐紙 樋口一葉筆
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て
の
歌
も
記
す
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、『
源
氏
物
語
』
に
執
心
し
て
、
何
度
も
新
訳
版
を
書
き
直
す
ほ
ど
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
夫
鉄
幹
の
欧
州
遊
学
の
た
め
に
、
ま
た
衆
議
院
に
立
候
補
し
た
鉄
幹
の
選
挙
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
に
、
多
く
の
作
品
を
書
き
著
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
、
与
謝
野
家
の
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
短
歌
、
評
論
、
随
筆
、
童
話
を
書
き
、
さ
ら
に
は
、
生
活
費
に
す
る
た
め
に
短
冊
・
色
紙
・
帖
・
巻
子
本
・
屛
風
・
半
切
と
多
種
多
様
な
作
品
に
歌
を
書
き
し
た
た
め
て
販
売
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
の
多
作
ゆ
え
に
、
今
日
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
多
く
の
作
品
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
時
代
の
人
に
も
親
し
み
や
す
い
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
晶
子
は
、
す
っ
き
り
と
し
た
細
い
線
で
実
用
面
を
考
慮
し
、
読
み
や
す
く
連
綿
の
少
な
い
、
繊
細
な
作
品
を
好
ん
だ
。
そ
れ
を
自
分
の
短
冊
や
懐
紙
、
半
切
作
品
に
取
り
入
れ
て
書
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
作
品
は
、
自
然
体
で
流
麗
さ
は
あ
る
が
、
力
強
さ
や
強
弱
は
感
じ
ら
れ
な
い
書
風
で
あ
り
、
早
書
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
涯
夫
鉄
幹
の
た
め
で
あ
り
、
ま
た
多
く
の
子
供
た
ち
の
養
育
の
た
め
に
、
生
活
費
を
自
ら
が
稼
が
ね
ば
な
ら
な
い
晶
子
の
経
済
的
事
情
が
、
大
き
く
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど
な
い
こ
の
時
代
に
原
稿
も
手
書
き
で
、
弟
子
や
広
く
一
般
に
も
頒
布
し
た
多
く
の
作
品
は
、
そ
の
頃
の
だ
れ
も
が
読
め
る
書
体
で
、
嫌
み
の
な
い
親
し
み
や
す
い
書
風
で
書
か
れ
て
い
た
。
晶
子
が
作
品
を
頒
布
し
た
の
は
、
明
治
四
十
四
年
が
最
初
で
、
そ
れ
以
降
昭
和
九
年
ま
で
続
く
。
こ
の
頃
の
人
々
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
学
校
教
育
に
お
い
て
、
変
体
仮
名
を
使
用
し
な
い
人
も
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
晶
子
の
書
風
は
、
変
体
仮
名
の
使
用
を
控
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
方
が
、
一
般
の
人
が
購
入
し
や
す
い
、
所
謂
「
売
れ
る
」
作
品
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
晶
子
の
書
き
ぶ
り
は
、
細
く
、
強
弱
を
付
け
ず
に
早
く
書
く
と
い
う
の
は
、
多
作
す
る
時
間
の
確
保
、
腕
へ
の
負
担
軽
減
、
さ
ら
に
は
、
筆
の
穂
先
の
摩
擦
を
少
な
く
し
、
消
耗
を
遅
ら
す
と
い
う
、
す
べ
て
に
お
い
て
、
理
に
か
な
っ
た
書
写
方
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
晶
子
の
書
と
い
う
も
の
は
、
す
べ
て
鉄
幹
の
活
動
資
金
や
家
族
の
生
活
費
の
た
め
に
、
生
涯
を
捧
げ
た
晶
子
が
生
み
出
し
た
最
善
の
書
風
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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道
教
育
」（『
明
治
・
大
正
・
昭
和
教
科
書
展
初
等
教
育
用
教
科
書
』
図
画
工
作
・
書
写
編
二
〇
〇
一
・
一
京
都
教
育
大
学
附
属
図
書
館
）
﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
十
七
日
水
）に
行
わ
れ
た
、
佛
教
大
学
四
条
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
市
民
向
け
講
座
「
放
課
後
の
文
学
教
室
与
謝
野
晶
子
と
書
」
の
講
義
原
稿
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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